
京都府域の

高速道路がもたらした整備効果
これまでのあゆみと未来に向かって

新名神高速道路・京奈和自動車道(城陽JCT）

京都縦貫自動車道(宮津天橋立IC) 舞鶴若狭自動車道

新名神高速道路・第二京阪道路(八幡京田辺JCT）

山陰近畿自動車道(与謝天橋立IC） 名神高速道路(大山崎JCT)

京都府

京都府道路公社
https://www.kyo-
doko.jp/kensetsun/_img/kensetsun/6122685928_5659.pdf
山陰近畿自動車道 与謝天橋立インターチェンジ

京都府道路公社https://www.kyo-
miti.jp/wtncnt_archive/20250126121534482.html
https://www.kyo-
miti.jp/wndc/whats_data/topics/upload/files/%60%83%89%8
3V-V01(1).pdf
京都縦貫自動車道 宮津天橋立インターチェンジ

一般社団法人 兵庫県トラック協会
https://www.hyotokyo.or.jp/news/wp-
content/uploads/2024/02/20240213_maizuru_wak
asa_expressway_questionnaire_pamphlet.pdf

地図・空中写真閲覧サービス
撮影年月日 2020/08/31
https://service.gsi.go.jp/map-photos/app/map

NEXCO西日本
大阪東・大阪西エリア（八幡京田辺JCT・
IC～高槻JCT・IC）の工事進捗状況
https://corp.w-
nexco.co.jp/activity/branch/kansai/shinmeish
in/situation/situation03/

NEXCO西日本
京都・大津エリア（大津JCT（仮称）～城陽
JCT・IC）の工事進捗状況
https://corp.w-
nexco.co.jp/activity/branch/kansai/shinmeishin/situa
tion/situation05/

https://service.gsi.go.jp/map-photos/app/


H17.3 新名神高速道路 草津JCT～草津田上IC
H17.3 山陰近畿自動車道 香住 IC～佐津 IC

H18.4 京奈和自動車道
郡山南IC～橿原北IC、五條北IC～
五條IC、橋本IC～高野口IC

H20.1 京都高速道路 上鳥羽IC～巨椋池IC
H20.2 新名神高速道路 草津田上IC～亀山JCT
H20.6 京都高速道路 鴨川東IC～山科IC
H20.9 京都縦貫自動車道 綾部安国寺IC～京丹波わちIC
H22.3 第二京阪道路 枚方東IC～門真JCT（全線開通）
H23.3 山陰近畿自動車道 与謝天橋立 IC～宮津天橋立 IC
H23.3 京都高速道路 上鳥羽IC～鴨川東IC
H23.7 舞鶴若狭自動車道 小浜西IC～小浜IC
H25.4 京都縦貫自動車道 沓掛IC～大山崎JCT・IC
H26.7 舞鶴若狭自動車道 小浜ＩＣ～敦賀ＪＣＴ（全線開通）

H27.3 京奈和自動車道
郡山下ッ道JCT～郡山南IC、
御所IC～御所南IC

H27.7 京都縦貫自動車道 京丹波わちIC～丹波IC（全線開通）
H28.3 山陰近畿自動車道 岩美IC～浦富IC
H28.10 山陰近畿自動車道 京丹後大宮 IC～与謝天橋立 IC
H29.4 新名神高速道路 城陽JCT・IC～八幡京田辺JCT・IC
H29.8 京奈和自動車道 御所南IC～五條北IC
H29.11 山陰近畿自動車道 新温泉浜坂IC～余部IC
H30.3 新名神高速道路 川西IC～神戸JCT
R4.3 中国自動車道 播磨新宮IC～宍粟IC
R5.3 山陰近畿自動車道 浦富IC～東浜IC
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高速道路ネットワークの変遷
◼昭和38年以降、名神高速道路、中国自動車道、近畿自動車道をはじめ、全国ネット
ワークの基盤となる高速道路が相次いで開通

◼京都府では、昭和62年以降、舞鶴若狭自動車道、京都縦貫自動車道、京奈和自動
車道、第二京阪道路などが立て続けに開通し、整備が急速に進展

■京都府近隣における主な高速道路の開通状況※

年月 高速道路 開通区間

S38.7 名神高速道路
栗東IC～尼崎IC
（日本で初めての高速道路の開通）

S62.3 舞鶴若狭自動車道 丹南篠山口IC～福知山IC
S63.2 京都縦貫自動車道 千代川IC～沓掛IC
S63.3 舞鶴若狭自動車道 吉川JCT～丹南篠山口IC
S63.8 京滋バイパス 瀬田東JCT・IC～巨椋IC
S63.10 京奈和自動車道 城陽IC～田辺西IC
H3.3 舞鶴若狭自動車道 福知山IC～舞鶴西IC
H3.12 京奈和自動車道 田辺西IC～精華下狛IC
H5.3 京奈和自動車道 精華下狛IC～山田川IC

H5.9 阪和自動車道 堺IC～岸和田和泉IC
H8.4 京都縦貫自動車道 丹波IC～千代川IC
H10.3 京都縦貫自動車道 舞鶴大江IC～綾部JCT
H10.3 舞鶴若狭自動車道 舞鶴西IC～舞鶴東IC
H10.4 山陽自動車道 三木JCT～神戸西IC

H10.4
神戸淡路鳴門
自動車道

神戸西IC～津名一宮IC

H12.4 京奈和自動車道 山田川IC～木津IC（京奈道路全線開通）

H15.3 京都縦貫自動車道
宮津天橋立IC～舞鶴大江IC、綾部JCT
～綾部安国寺IC

H15.3 舞鶴若狭自動車道 舞鶴東IC～小浜西IC
H15.3 中国自動車道 播磨JCT～播磨新宮IC
H15.3 第二京阪道路 巨椋池IC～枚方東IC
H15.8 京都縦貫自動車道 大山崎JCT・IC～久御山IC
H15.8 京滋バイパス 巨椋IC～久御山JCT （全線開通）
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S39.4 名神高速道路 関ヶ原IC～栗東IC
S39.9 名神高速道路 一宮IC～関ヶ原IC、尼崎IC～西宮IC
S40.7 名神高速道路 小牧IC～一宮IC （全線開通）
S45.3 中国自動車道 中国吹田IC～中国豊中IC
S45.7 中国自動車道 中国豊中IC～宝塚IC
S48.10 北陸自動車道 小杉IC～砺波IC、小松IC～丸岡IC
S50.10 中国自動車道 福崎IC～美作IC、宝塚IC～西宮北IC
S55.4 北陸自動車道 敦賀IC～米原JCT
S57.3 山陽自動車道 龍野西IC～赤穂IC
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関西圏 京都府

関西圏と京都府の高速道路整備率の推移

計画延長に対する整備率
計画延長

S38 S60 H15 R7

関西圏※ 2% 40% 67% 90% 2138.7km

京都府※ 7% 7% 57% 78% 293.5km

出典：高速道路便覧、京都府資料
※区間別整備延長をもとに集計して作成
※高規格幹線道路及び地域高規格道路を対象
※整備率は令和8年1月時点で計画延長に対する供用
延長の割合
※関西圏は大阪府、兵庫県、奈良県、滋賀県、和歌山県、
福井県を対象

■高速道路の整備率

※主な開通区間を一部抜粋
※赤字は京都府区間

S38 S45 S55 S60 H5 H10 H15 H20 H25 H30 R7H1S40 S50

H27.7 京都縦貫自動車道
全線開通

H22.3 第二京阪道路
全線開通

S40.7 名神高速
全線開通

H26.7
舞鶴若狭自動車道
全線開通

H12.4 京奈和自動車道
（京奈道路）全線開通

H15.8 京滋バイパス
全線開通昭和62年以降

京都府の
高速道路が急速に進展

最大
３３%乖離

※

2026/03/09
P1のH15.8京滋BPに（全線開通）
を追記
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※所要時間計算はNITAS（総合交通分
析システム,国土交通省）を用いて法
定速度により算出
起点：木津川市役所
終点：京丹後市役所
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229.3㎞
259分

供用延長
（京都府内の高速道路）

所要時間
（木津川市～京丹後市）

130分

京都府高速道路の歴史

京都府南北間は

約２時間短縮

(分)

供用区間の延長に伴う所要時間の短縮

◼京都府では、昭和38年に日本初の高速道路「名神高速道路」が開通し、令和7年
までに約229kmの高速道路が整備され、府内の高速道路ネットワークが概成

◼高速道路の延伸に伴い、京都府南北間の所要時間は、昭和46年頃から概ね半減
（約４h→約2h）し、アクセス性が大幅に向上

中国自動車道
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出典：NEXCO西日本

名神高速道路開通時

令和3年時点

昭和46年時点 平成15年時点

平成22年時点

出典：京都市

京都縦貫自動車道開通時

京都府高速道路

開通区間

開通済区間

６車線

４車線

２車線

京都府外の高速道路

出典：福井県

舞鶴若狭自動車道（全線）開通時

出典：NEXCO西日本

京奈道路（全線）開通時

京丹後市～木津川市間
所要時間：259分

京丹後市～木津川市間
所要時間：210分

京丹後市～木津川市間
所要時間：188分

京丹後市～木津川市間
所要時間：130分

S38 S46 S50 S55 S60 H1 H5 H10 H15 H20 H25 H30 R7R3

H27.7 京都縦貫自動車道
全線開通

H22.3 第二京阪道路
全線開通

S40.7名神高速道路
全線開通

H26.7 舞鶴若狭自動車道
全線開通

H12.4 京奈和自動車道
（京奈道路）全線開通

H15.8 京滋バイパス
全線開通

第二京阪道路（全線）開通時

出典：NEXCO西日本

19.8㎞

出典：京都府

山陰近畿自動車道開通時

綾部安国寺IC

滋賀県



工場立地による地域経済の活性化

栄

佐山

新名神高速道路

舞鶴港

若狭湾

琵琶湖
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工業団地

IC15分圏域

工場立地件数

２件以下

３～５件

６～１０件

１１件以上

※H14～R7立地

大阪府

滋賀県

兵庫県

奈良県

三重県

京都縦貫自動車道の開通により南丹エリア
のアクセス性が向上したため、工場立地の候
補地として同地域を検討しております。
山陰近畿自動車道（新名神高速道路）につ
いては、地元企業の間でも整備を求める声
が高まっており、早期整備を期待しています。

京都府
事業者

出典：R7.10京都府ヒアリング調査
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H22.3 第二京阪道路
全線開通
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京都縦貫自動車道
全線開通

H12.4 京奈和自動車道
（京奈道路）全線開通

S40.7 名神高速道路
全線開通

新規工場立地件数（累計）の推移（京都府）

出典：工場立地動向調査
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（兆円）
H27.7
京都縦貫自動車道
全線開通

H22.3 第二京阪道路
全線開通

H12.4 京奈和自動車道（京奈道路）
全線開通

S40.7名神高速道路
全線開通

製造品出荷額の推移（京都府）

出典：工業統計調査、経済センサス、経済構造実態調査

京都府内の高速道路

６車線

４車線

２車線

事業中

調査中

京都府外の高速道路

供用済

事業中

国道

  IC      ハーフIC JCT

◼高速道路の延伸に伴い、 IC周辺を中心に工場立地件数が９０４件増加し、
雇用機会が拡大

◼京都府の製造品出荷額は、約1.3兆円増加し、地域経済の活性化に寄与

長田野工業団地

宇治田原工業団地

出典：宇治田原町

出典：（一社）長田野工業センター

長田野工業団地

宇治田原工業団地

※H14、H21はリーマンショック等の影響により、全国的
に製造品出荷額が減少

H26.7 舞鶴若狭自動車道
全線開通

H15.8 京滋バイパス
全線開通

S60から

９０４件増加

H26.7 舞鶴若狭自動車道
全線開通

H15.8 京滋バイパス全線開通

S60から

約1.３兆円増加



新名神高速道路
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H12.4 京奈和自動車道
（京奈道路） 全線開通

S40.7名神高速
全線開通

S60から

９０４件増加

新規工場立地件数（累計）の推移（京都府）

出典：工場（工場立地動向調査）

森本工業団地

大井工業団地

※H14、H21はリーマンショック等の影響により、全国的
に製造品出荷額が減少

◼高速道路の延伸に伴い、地域の雇用者数は1.４倍、府民所得は1.5倍増加

◼雇用機会の拡大や所得水準の向上を通じて、府民の豊かな暮らしを創出

5

京都府内の高速道路
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京都府外の高速道路
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雇用機会の拡大による
豊かな暮らしの創出
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出典：内閣府県民経済計算

H22.3 第二京阪道路
全線開通

H27.7 
京都縦貫自動車道
全線開通

H12.4 京奈和自動車道
（京奈道路） 全線開通

S40.7名神高速
全線開通

S60から

1.4倍増加

雇用者数の推移（京都府）

工業団地

IC15分圏域

舞鶴港

H26.7 舞鶴若狭自動車道
全線開通

H15.8 京滋バイパス
全線開通

京都中央テクノパーク

森本工業団地

出典：京都府市町村企業誘致推進連絡会議

大井工業団地

京都中央テクノパーク

出典：京都府市町村企業誘致推進連絡会議

出典：国土地理院地理院地図

5.4

8.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

S60 H1 H7 H14 H21 H28 R4

H22.3 第二京阪道路
全線開通

H27.7 
京都縦貫自動車道
全線開通

H12.4 京奈和自動車道
（京奈道路）全線開通

府民所得の推移（京都府）

出典：内閣府県民経済計算

S40.7名神高速
全線開通

S60から

1.5倍増加

H26.7 舞鶴若狭自動車道全線開通

H15.8 京滋バイパス
全線開通

（兆円）
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6

京都府

北陸

近畿東部
（滋賀県）

東海

奈良県

和歌山県

三重県

愛知県

岐阜県

福井県

石川県

1.0万t(1.0)

1.0万t

主な地域間流動 貨物輸送量の推移

凡例

上段：R3 貨物輸送量 (倍率)

下段：H17 貨物輸送量

出典： 全国貨物純流動調査（R3、H17）
※代表輸送機関：トラック（高速道路利用）、３日間調査
※地域区分
東海：岐阜県、静岡県、愛知県、三重県
北陸：富山県、石川県、福井県

近畿西部
（兵庫県）

◼ トラック輸送で東日本と西日本をつなぐためには、京都府は広域物流の要所

◼地域間の貨物輸送量は、平成17年から約1.3倍増加

◼特に京都府と兵庫県間の貨物輸送は約1.8倍に増加するなど、高速道路は物流の
円滑化に寄与

貨物輸送量の拡大による
物流の広域化に貢献

（万トン）

出典：全国貨物純流動調査
※代表輸送機関：トラック（高速道路利用）、３日間調査

※集計対象：関東、北陸信越、中部、近畿、中国、四国、九州

ロジスクエア京田辺A

八幡京田辺JCT周辺の
大型物流施設

出典：株式会社シーアールイー

出典：全国貨物純流動調査（R3）
※代表輸送機関：トラック（高速道路利用）３日間調査

※京都の輸送量は近畿で算出

H22.3 第二京阪道路
全線開通

H27.7 京都縦貫自動車道
全線開通

H12.4 京奈和自動車道
（京奈道路） 全線開通

凡例

１５万トン以上

１０～１５万トン

５～１０万トン

１～５万トン

※1万トン未満は表示無し

東西の主な高速道路

単位：万t

京都府は

広域物流の要所

H26.7 舞鶴若狭自動車道
全線開通

H15.8 京滋バイパス
全線開通

H17から約1.３倍増加

近畿南部
（大阪府・奈良県
・和歌山県）



トロッコ亀岡

道の駅「和」

道の駅
「舞鶴港とれとれセンター」

天橋立

石清水八幡宮

出典：京都府山城広域振興局

トロッコ亀岡

出典：嵯峨野観光鉄道（株）

出典：国土数値情報（観光資源）
京都府観光入込客数等調査報告書

天橋立

出典：（公社）京都府観光連盟

第二京阪道路

若狭湾

7

石清水八幡宮

観光施設

府内観光地入込客数ランキング
（京都市除く）で上位の観光施設

京都府内の高速道路

６車線

４車線

２車線

事業中

調査中

京都府外の高速道路

供用済

事業中

国道

IC

ハーフIC

JCT

兵庫県

奈良県

三重県

観光入込客数および観光消費額の推移（京都府）

5,482 

8,119

0.5

1.6

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

S63 H5 H10 H15 H20 H25 H30 R5

観光入込客数 観光消費額

出典：京都府観光入込客数等調査報告書

（万人） （兆円）

滋賀県

◼高速道路の延伸に伴い観光地へのアクセス性が向上し、観光入込客数は1.5倍増加

観光消費額は約1.1兆円増加し、観光地の活性化に寄与

福井県

H22.3 第二京阪道路
全線開通

H27.7 京都縦貫自動車道
全線開通

H12.4 京奈和自動車道
（京奈道路） 全線開通

S40.7名神高速道路
全線開通

観光入込客数増加により
観光地の活性化に貢献

道の駅「和」

出典：道の駅「和」

◼

※削除

H26.7 舞鶴若狭自動車道
全線開通

H15.8 京滋バイパス
全線開通

観光入込客数は

S63から1.5倍増加

平等院

出典：京都府

平等院

間人ガニ

丹波くり

たけのこ

お茶



若狭湾

琵琶湖

8

災害時の地域の安心安全を支援

2

京都府内の高速道路

６車線

４車線

２車線

事業中

調査中

京都府外の高速道路

供用済

事業中

国道

IC

ハーフIC

JCT

2

国道27号のり面崩壊の様子

出典：近畿地方整備局

救援物資輸送訓練の様子

出典：近畿地方整備局舞鶴港湾事務所

舞鶴港

舞鶴西IC

綾部IC

綾部安国寺IC

代替路（無料）措置区間
綾部安国寺IC～舞鶴西IC

（7/8～7/30）

通行規制区間

■平成30年7月豪雨
7/7～7/13：通行止め
7/13～7/30：片側交互通行規制

綾部JCT代替路（無料）措置区間
綾部IC～舞鶴西IC
（7/8～7/13）

一般道の通行止め時の代替機能

舞鶴港

広域防災拠点

物資拠点

災害対策拠点
（市区町村役場、支所）

出典：近畿地方整備局

綾部JCT

舞鶴西IC

綾部安国寺IC綾部IC

舞鶴若狭自動車道

大阪府

滋賀県

福井県

兵庫県

三重県

防災道の駅
「京丹波味夢の里」

高速道路は
災害時における

基幹ルート※

基幹ルート

※道路啓開計画におい
て、災害時に救援活動や
物資輸送を行うため最優
先で通行確保する重要
な道路（自動車専用道路
等で設定）

◼高速道路は、大規模災害時の基幹ルートとして、緊急輸送・早期復旧を支援

◼平成30年7月豪雨では、舞鶴若狭自動車道と並行する国道27号が被災し、
舞鶴若狭自動車道を無料開放することで代替路として機能

道の駅「京丹波味夢の里」

出典：近畿地方整備局



災害時における代替路としての機能
－阪神・淡路大震災の事例－

9

舞鶴若狭自動車道の交通量の推移

出典： 南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ（内閣府）

南海トラフ巨大地震発災時の代替路

出典：阪神・淡路大震災調査報告 土木・地盤
10 交通施設と農業施設の被害と復旧

1.7

3.6

1.8

1.0

2.0

3.0

4.0

H6.10 H7.1 H7.10

（万台/日）

発災直後は
交通量が

約２倍増加

舞鶴若狭自動車道は

緊急時の代替路として想定

舞鶴西IC

国道２７号

福知山IC

国道9号

国道３７２号

宝塚IC

吉川JCT

福崎IC

山陽姫路東IC

吹田JCT

京都東IC

敦賀IC

西宮北IC

巨椋IC

城陽IC

山田川IC

千代川IC

沓掛IC

生野北IC

国道１７３号

丹南篠山口IC

【写真】

伊川谷IC

災害時における

代替路として機能

若狭湾

琵琶湖

大阪府

兵庫県

出典：兵庫県

【高速道路の通行止め状況】

須磨IC

西宮IC

米原JCT

平成７年１月時点

通行止め

               高速道路

               国道

※国道は代替路となる主要な
道路を一部抜粋

◼阪神・淡路大震災により名神高速道路が被災し、舞鶴若狭自動車道と国道27号が
東西方向の代替路として機能

◼南海トラフ巨大地震でも、舞鶴若狭自動車道は、震度が比較的低いエリアを通過し
ているため、緊急時の代替路として期待される

震度が大きいと
予想される地域では
高速道路の被災の
リスクがある

区分 震災直後不通区間 復旧

阪神高速道路
（神戸線）

全線
（うち京橋～摩耶）
（うち若宮～京橋）
（うち摩耶～深江）

平成8年9月30日
平成8年2月19日
平成8年8月31日
平成8年8月31日

名神高速道路
第二神明道路
中国自動車道

西宮～吹田
伊川谷～須磨
西宮北～吹田

平成7年7月29日
平成7年2月25日
平成7年7月21日

阪神高速3号神戸線

出典：神戸市



10

命を救う救急医療活動を支援

舞鶴市

京都第二赤十字病院

福知山市民病院

※第三次救急医療施設からの30、
60分圏域はNITAS（総合交通分
析システム,国土交通省）を用い
て法定速度により算出

※所要時間の起点は舞鶴市役所、
京丹波町役場、木津川市役所

第三次救急医療施設

第三次救急医療施設
からの時間圏

60分圏

30分圏

若狭湾

奈良県

三重県

滋賀県

福井県
兵庫県

大阪府

豊岡病院

消防本部

＜京丹後市消防本部＞
舞鶴医療センターや京都市内の病院に転院搬送する際、高速道
路を使用しています。 第三次救急医療施設の豊岡病院への搬送
の際は、現在一般道しかないため、山陰近畿自動車道が開通すれ
ば、搬送時間が短くなるため、「命のみち」として必要不可欠です。

＜舞鶴市消防本部＞
患者の容態によって、第三次救急医療施設であ
る福知山市民病院や京都市内の病院まで搬送す
ることがあります。 高速道路は、ブレーキによる
患者への負担が少なく、渋滞や信号がないため安
定した緊急搬送が可能です。

京丹波町

出典：カーラーの曲線（1981年発表）

100

75

50

25

0

1 2 3 5 10 15 30 60

経過時間（分）

死
亡
率(

％)

所要時間の短縮により
多量出血者の死亡率が低下

（宮津市、舞鶴市での効果）

出典：R7.10京都府ヒアリング調査

京都府内の高速道路

６車線

４車線

２車線

事業中

調査中

京都府外の高速道路

供用済

事業中

国道

  IC      ハーフIC JCT

舞鶴市→福知山市民病院

開通なし 51分

開通あり 44分
7分短縮

京丹波町→京都第二赤十字病院

開通なし 58分

開通あり 43分
15分短縮

◼高度医療を担う第三次救急医療施設（福知山市民病院、京都第二赤十字病院、宇治
徳洲会病院等）からのアクセス時間が短縮され、「命のみち」としての機能を発揮

◼救急搬送時間の短縮により、緊急度の高い重症者の救命率向上に寄与

木津川市→宇治徳洲会病院

開通なし 29分

開通あり 24分
5分短縮

木津川市

宇治徳洲会病院

43分←58分

44分←51分

24分←29分

①
心
肺
停
止

②
呼
吸
停
止

③
多
量
出
血



名神高速道路

第
二
京
阪
道
路

京都南IC

上鳥羽IC

鴨川東IC

鴨川西IC

城南宮北IC

城南宮南IC

伏見IC

国
道
１
号

京都駅

油
小
路
通十条通

らくなん進都

京都駅南エリア

京都市成長産業創造センター

◼京都高速道路（平成31年に第二京阪道路へ編入）の整備により、京都市域をはじ
め、主要な拠点間の定時性や速達性が確保され、アクセスが向上

◼名神高速道路や京滋バイパス、第二京阪道路などに近接する京都市南部地域（京
都駅南部やらくなん進都エリア）では、交通利便性の高さを活かし、産業集積が進
むとともに良好な都市環境が形成

主要拠点間のアクセス性向上
産業集積と良好な都市環境の形成

【京都市域】

11

産業集積の促進に寄与

京都市中心部と南部方面との所要時間短縮 関西国際空港⇒京都駅のアクセス性向上に
より、観光や企業活動を後押し

久御山町役場

国道１号
横大路交差点

京都駅

京都市役所

第
二
京
阪
道
路

名神高速道路

京滋バイパス

国
道
１
号

京都中心部

国
道
１
号

横
大
路
交
差
点

京
都
駅

１９分

1２分

一般道（国道１号）経由

７分（37％）短縮
第二京阪道路

京
都
市
役
所

4８分

38分

一般道（国道１号）経由

１０分（21％）短縮
第二京阪道路

久
御
山
町
役
場

出典：令和３年度全国道路・街路交通情勢調査
※平均旅行速度を用いて算出

関西国際空港

京都中心部

第二京阪道路・油小路通

出典：阪神高速道路（株）
※平成20年撮影

関
西
空
港

京
都
駅

10９分

９３分

名神高速道路

１６分（15％）短縮
第二京阪道路

出典：京都市ホームページ

◆らくなん進都

京都市南部を南北に貫
く幹線道路である油小路
通沿道を中心とした、概ね
北は十条通、南は宇治川、
東は東高瀬川、西は国道1
号に囲まれた、南北に細長
い面積約607haの地区

らくなん進都産業集積地区

産学公連携による研究開発拠点
（平成25年開所）

京都市成長産業創造センター
（ACT Kyoto）

◆京都駅南エリア

京都駅南オフィス・ラボ誘導プロジェクト
「京都サウスベクトル」

世界的知名度を誇る京都のブランド力によ
り、近年飛躍的に高まる都心部への企業の
ニーズを受け止めるため、京都駅南に新たな
ビジネス拠点を創出

京都駅

らくなん進都
鴨川以北エリア

京都駅南エリア

名神高速道路

第二京阪道路

上鳥羽IC

鴨川東IC鴨川西IC

京都南IC

※関西国際空港⇒京都駅の所要時間計算はNITAS（総合交通分
析システム,国土交通省）を用いて混雑時旅行速度により算出
起点：関西国際空港 終点：京都駅

高速道路

国道

県府境界

市町村境界
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(兆円) 

工場立地による地域経済の活性化
【山城】

◼第二京阪道路の整備等による東西軸との連結に伴い、工場立地件数が231件増
加し、雇用機会が拡大

◼山城地域の製造品出荷額は約9，500億円増加し、地域経済の活性化に寄与

◼今後、新名神高速道路やそれに伴う周辺道路整備により、更なる地域経済の活性
化が期待される

製造品出荷額の推移（山城地域）

H15から

約9,500億円 増加

H15.3 第二京阪道路
（巨椋池IC～枚方東IC）開通

H22.3 第二京阪道路
全線開通

栄

佐山

三重県

八幡市

大山崎町

向日市

長岡京市

京都市

久御山町

大阪府

宇治市

宇治田原町

和束町

笠置町

木津川市

精華町

井手町

京田辺市

奈良県

城陽市

南山城村

(仮)宇治田原IC

２件以下

３～５件

６～１０件

１１件以上

※H14～R7立地

工場立地件数

(仮)城陽SIC

16

247

0

50

100

150

200

250

300

H15 H20 H25 H30 R4

H15.3 第二京阪道路
（巨椋池IC～枚方東IC）
開通

H22.3 第二京阪道路
全線開通

H15から

231件 増加

（件）

工場立地件数(累計)の推移（山城地域）

出典：工場立地動向調査

鷲峰山
トンネル

城陽井手木津川
バイパス

出典：工業統計調査、経済センサス、経済構造実態調査

滋賀県

京都府内の高速道路

６車線

４車線

２車線

事業中

調査中

京都府外の高速道路

供用済

事業中

国道

  IC      ハーフIC JCT

12

プロロジスパーク京田辺

出典：株式会社プロロジス

大型物流施設（平成30年竣工）

大型物流施設



研究施設と人口増加
による都市の発展

※けいはんな学研都市（正式名称：関西文化学術研究都市）：京都府・大阪府・奈良県の府県
境にまたがる広域的な都市開発プロジェクト

※京都フードテック基本構想：機能性表示食品や次世代食品、冷凍流通技術など、最先端領
域の研究と、特色ある「食」関連製造企業の集積拠点

出典：関西文化学術研究都市推進機構（けいはんな学研都市） UR都市機構（ニュータウン）

州見台・梅美台の開発

昭和５４年 平成２０年

梅美台

州見台

木津IC

大

木津IC

州見台

梅美台

ニュータウンの形成

航空写真：国土地理院 地理院地図

「けいはんな学研都市」の発展に貢献

大阪府

奈良県

(仮)城陽スマートIC

田辺北IC
城陽市

木津川市の人口推移

「けいはんな学研都市」の施設数

13

◼京奈和自動車道沿線では「けいはんな学研都市」※の研究施設等が約2倍増加し、
食の最先端研究と関連製造企業の集積拠点である「京都フードテック基本構想」
を整備中

◼木津川市では人口が約３万人増加し、ニュータウン等の形成により都市が発展

【山城】

山田川IC

精華学研IC

木津IC

田辺西IC
井手町

木津川市

京田辺市

精華町

航空写真の範囲
（州見台・梅美台）

精華下狛IC

けいはんな学研都市 精華・西木津地区

出典：京都府資料

京都府内の高速道路

６車線

４車線

２車線

事業中

調査中

京都府外の高速道路

供用済

事業中

国道

IC      ハーフIC JCT

8

73

158

0

50

100

150

200

S62 H13 R6

（立地数）

出典：関西文化学術研究都市推進機構

H22.3 第二京阪道路
全線開通

H12.4 京奈和自動車道
（京奈道路） 全線開通

京奈和自動車道の開通後

約２倍に増加

5.2

7.8

0

2

4

6

8

10

H7 H12 H17 H22 H27 R2

出典：国勢調査

H22.3 第二京阪道路
全線開通H12.4 京奈和自動車道

（京奈道路） 全線開通

H7から

約3万人増加

（万人）

研究施設等

府県境界

市町村境界

けいはんな学研都市

ニュータウン

京都フードテック基本構想

城陽JCT・IC
京田辺
JCT・IC



2,304 

3,825 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H15 H20 H25 H30 R6

万

135 

198 

0

50

100

150

200

250

H26 H28 H30 R2 R4 R5

（億円）

農業産出額と製造品出荷額の増加
【南丹】

大山崎JCT

京丹波わちIC

丹波IC

沓掛IC

南丹市

京丹波町

亀岡市

京都市

兵庫県

滋賀県

大阪府

綾部市
福知山市

農業産出額の推移（南丹地域）
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◼京都縦貫自動車道の整備により物流範囲が広域化

◼南丹地域の特産物であるとうがらし、栗、黒豆等の農業産出額は約63億円増加

◼南丹地域の製造品出荷額は約1,500億円増加し、地域経済の活性化に寄与

出典：農林水産省(農業産出額)

出典：国土数値情報（農業地域H27）

農業地域

工業団地

京都新光悦村

製造品出荷額の推移（南丹地域）

出典：工業統計調査、経済センサス、経済構造実態調査

H27.7 京都縦貫自動車道
京丹波わちIC～丹波IC 開通H25.4 京都縦貫自動車道

沓掛IC～大山崎JCT 開通

大井IC

京都新光悦村

出典：京都府資料

H27.7 京都縦貫自動車道
京丹波わちIC～丹波IC 開通

H25.4 京都縦貫自動車道
沓掛IC～大山崎JCT 開通

H26から

約63億円増加

京都府内の高速道路

６車線

４車線

２車線

事業中

京都府外の高速道路

供用済

事業中

国道

IC

ハーフIC

JCT

園部IC

南丹地域の特産物

黒大豆丹波くり

伏見とうがらし京みずな

出典：京都府資料

H15から

約1,500億円増加

（億円）



並行する国道の安全性向上に貢献
【南丹】

出典：イタルダデータ
（開通前：H26.7.18-H27.7.17）
（開通後：H27.7.18-H28.7.17）

出典：R7.10京都府ヒアリング調査

京丹波わちIC

丹波IC

南丹市

京丹波町

亀岡市

兵庫県

H27.7
開通

綾部市

福知山市

事故件数（全数）

24
10

4
16

5

0
10
20
30
40
50

開通前 開通後

国道９号 国道173号 国道27号

（件）

44

15

事故件数（交差点付近）

9
3

3

3

0

5

10

15

開通前 開通後

国道９号 国道27号

（件）

12

6

事故件数（追突）

15
5

1
8

2
0

10

20

30

開通前 開通後

国道９号 国道173号 国道27号

（件）

24

7

丹波IC交差点

蒲生交差点

新綾部大橋交差点

事故件数集計対象区間

事故の多い主な交差点

事故による通行止めが発生した際には、物流の遅延やコスト増加
など運送に大きな支障をきたしています。
国道ルートと高速道路ルートの２つが選択できることで、事故発
生時にも柔軟な対応が可能となり、安定した輸送が実現しています。京都府

トラック協会

国道27号平均交通量推移

（千台）

7.1 

4.8 

1.2 

0.8 

3

5

7

9

開通前 開通後

普通車 大型車

8.3

5.6

国道9号平均交通量推移

（千台）

8.8 
7.8 

2.2 

1.9 

6

8

10

12

開通前 開通後

小型車 大型車

11.0

9.7

出典：全国道路・街路交通情勢調査
（開通前：H22 開通後：H27）

15

◼京都縦貫自動車道に並行する国道9号や国道27号で交通量が減少

◼渋滞に起因する追突事故は約7割減少

IC

ハーフIC

JCT

京都府内の高速道路

４車線

２車線

事業中

京都府外の高速道路

国道
※平均交通量は距離の加重平均により算出
【対象区間】
国道２７号：蒲生交差点～新綾部大橋交差点
国道９号：丹波IC交差点～和田交差点

和田交差点

【対象区間】
国道２７号：蒲生交差点～新綾部大橋交差点
国道９号：丹波IC交差点～和田交差点
国道１７３号：和田交差点～新綾部大橋交差点



工業団地の製造品出荷額が増加

綾部JCT

舞鶴東IC

舞鶴西IC

京丹波わちIC

綾部安国寺IC

綾部市

舞鶴市

兵庫県

京丹波町

京丹後市

宮津市

与謝野町

南丹市

若狭湾
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長田野工業団地

京都府南部まで
高速道路で接続

福知山市

京都府内の高速道路

４車線

２車線

事業中

調査中

京都府外の高速道路

国道

IC

ハーフIC

JCT 工業団地

【中丹・丹後】

◼長田野工業団地（舞鶴若狭自動車道沿線）は、従業員数が約1.6倍増加

◼中丹・丹後地域の製造品出荷額は約1，900億円増加し、地域経済の活性化に寄与

福井県

伊根町

綾部工業団地

綾部工業団地

長田野工業団地

製造品出荷額の推移（中丹・丹後地域）

出典：綾部市

出典：（一社）長田野工業センター

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H15 H20 H25 H30 R5 R7

長田野工業団地の従業員数の推移

（人）
H27.7 京都縦貫自動車道

全線開通

京都縦貫自動車道
H15.3 綾部JCT～

綾部安国寺IC開通

京都縦貫自動車道
H20.9 綾部安国寺IC～
京丹波わちIC開通

出典：一般社団法人長田野工業センター

8,143

5,072

H15から

約1.6倍増加

5,918 

7,859 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H15 H20 H25 H30 R6

万

（億円） H27.7 京都縦貫自動車道
全線開通

京都縦貫自動車道
H15.3 綾部JCT～綾部安国寺IC開通

京都縦貫自動車道
H20.9 綾部安国寺IC～

京丹波わちIC開通

H15から

約1,900億円増加

出典：工業統計調査、経済センサス、経済構造実態調査

舞鶴港



822

1,026

863

224
273 292

0

100
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0

200
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600

800

1,000

1,200

H21 H23 H25 H27 H29 R1 R3 R5

万

観光入込客数 観光消費額

福知山市
綾部市

舞鶴市

宮津市

伊根町

京丹後市

京丹波町

兵庫県

道の駅
「舞鶴港とれとれセンター」

伊根の舟屋

舞鶴港

久美浜港

宮津港

与謝野町

夕日ヶ浦

旧加悦町役場庁舎

天橋立

福井県
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中丹・丹後地域の観光地の活性化に貢献

【中丹・丹後】【中丹・丹後】

◼京都縦貫自動車道や山陰近畿自動車道の整備に伴い観光地へのアクセス性が向
上し、観光入込客数はコロナ禍後復調傾向

観光消費額は約６８億円増加し、観光地の活性化に寄与

IC

ハーフIC

JCT

京都府内の高速道路

４車線

２車線

事業中

調査中

京都府外の高速道路

供用済

事業中

国道

H27.7 京都縦貫自動車道
全線開通

京都縦貫自動車道
H20.9 綾部安国寺IC～
京丹波わちIC開通

観光入込客数と観光消費額の推移（中丹・丹後地域）

道の駅「舞鶴港とれとれセンター」

出典：道の駅「舞鶴港とれとれセンター」

伊根の舟屋

出典：（公社）京都府観光連盟

夕日ヶ浦

出典：京丹後市観光公社

天橋立

出典：（公社）京都府観光連盟

出典：国土数値情報（観光資源）

若狭湾

（万人） （億円）

南丹市

観光施設

重要港湾

地方港湾

漁港

利用者数は

増加傾向

出典：京都府観光入込客数等調査報告書

◼

旧加悦町役場庁舎

出典：与謝野町観光協会
コロナ禍以後

復調傾向



国が目指す高速道路の未来

高速道路が担う役割

多様な価値を支える多機能空間へと進化

経済成長・物流強化

シームレスネットワークの構築

地域安全保障のエッセンシャルネットワーク 自動運転社会の実現

低炭素で持続可能な道路の実現

我が国がおかれている
現状と課題

● 国際的地位の低下・人口減少・少子高齢化

● 脆弱な国土とリスク・地球温暖化・大規模地震リスク

● 持続可能社会の実現・2024年問題・カーボンニュートラル

● サービスレベルの地域間格差・渋滞による経済損失・物流危機

現状課題

・ 暫定２車線区間で速度低下
・ 特定の時間帯・区間で交通渋滞の発生

▼自動物流道路の実現

スイスCST

主要都市間を結ぶ地下トンネルに自動運転
カートを走行させる物流システムを計画中

国際競争力への対応
•物流拠点、港湾周辺の
ネットワークの充実

•中継輸送拠点の整備
等、物流支援の取組み
を展開

自動運転車両への対応
•道路と車両が高度に協調することによって、
自動運転の早期実現・社会実装

脱炭素社会への対応
• 次世代自動車の普及環
境の整備

• 速度環境の改善など
低炭素で持続可能な道
路交通を実現

▼車両と道路が協調した自動運転

▼治水機能の推進
マレーシアSMART

頻発する集中豪雨への対応

•道路の地下空間を排水機能など多機能に活用
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物流危機への対応

•道路空間を活用した人手によらない物流システム
を実現

▼乗用車専用・物流専用といった新たな発想によるネットワークの進化

今後の対応

• 移動しやすく、通行止めになりにくい道路
ネットワークを構築

人口減少・災害リスクへの対応

• 地方部における生活圏人口の維持に不可欠な
高速道路を整備

• 高速道路の空白地帯を解消し、大規模災害時
のリダンダンシーを確保

出典：本州四国連絡高速道路（株）

ダブル連結トラック SAにおける急速充電器
（恵那峡SA）

高速道路と放水路の共用トンネルとして
導入（2007）

▼大規模災害時のリダンダンシー確保
岩美道路（鳥取県）

R5.3全線開通

出典：山陰近畿自動車道（鳥取県・兵庫県・京都府）

出典：WISENET２０５０・政策集（国土交通省道路局）

出典：WISENET２０５０・政策集（国土交通省道路局）

出典：WISENET２０５０・政策集（国土交通省道路局）
出典：WISENET２０５０・政策集（国土交通省道路局）



ミッシングリンクの解消

４車線化の整備（暫定２車線の解消）

事故リスクが高い

• 暫定２車線は対面通行であるため、
正面衝突事故のリスクが高い

• 死亡事故など重大事故率が高い

速度低下が発生しやすい

・ 低速車両の影響で全体の速度が
低下しやすい

緊急車両の通行が困難

・ 救急車や消防車の円滑な通行が
困難

・ 災害時の緊急輸送道路機能が低下

京都縦貫自動車道
暫定2車線区間

暫定２車線区間の残存による課題（イメージ）

山陰近畿自動車道 新名神高速道路

追い越しできない追い越しできる

完成4車線区間 暫定2車線区間

ワイヤーロープ等中央分離帯

75 80 85 90

4車線

2車線

（km/h）

京都縦貫道路の平均速度
2車線：宮津天橋立IC～園部IC
4車線：園部IC～沓掛IC
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約6km/h
の差異

京都府高速道路の将来像

起終点 鳥取県鳥取市～京都府宮津市

延長 約120km（京都府区間約43km）

供用区間
宮津天橋立IC～与謝天橋立IC（H23.3）
与謝天橋立IC～京丹後大宮IC（H28.10）

未整備区間
京丹後大宮IC～（仮）大宮峰山IC （事業中）
（仮）大宮峰山IC～（仮）城崎温泉IC （調査中）

・ 広域的な循環ネットワークを形成

・ 地域の交流・連携の促進

・ 地域の安全・安心の向上

・渋滞している名神高速道路等の交通の円滑化

・物流効率の向上

・地域間の経済連携強化

起終点 愛知県名古屋市～兵庫県神戸市

延長 約174km（京都府区間約18km）

供用区間 城陽JCT・IC～八幡京田辺JCT・IC（H29.4）

未整備区間
大津JCT～城陽JCT・IC （事業中）
八幡京田辺JCT・IC～高槻JCT・IC （事業中）

▼概要 ▼概要

出典：令和3年全国道路・街路交通情勢調査

低速車両のため、後続に
渋滞が発生しやすい

＜事業目的＞＜事業目的＞

調査中 事業中
事業中

地図：国土地理院 地理院地図

（事業中）



令和８年３月

京都府
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